
　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
庭
先

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
庭
先

や
道
端
な
ど
で
、
花
筒
を
す

や
道
端
な
ど
で
、
花
筒
を
す

ー
っ
と
伸
ば
し
て
紅
色
や
黄

ー
っ
と
伸
ば
し
て
紅
色
や
黄

色
、
白
な
ど
の
小
さ
な
花
を

色
、
白
な
ど
の
小
さ
な
花
を

開
か
せ
る
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
。

開
か
せ
る
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
。

　

中
南
米
原
産
で
日
本
へ
は

　

中
南
米
原
産
で
日
本
へ
は

２
百
年
以
上
も
前
に
渡
来
し

２
百
年
以
上
も
前
に
渡
来
し

た
と
い
う
。
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ

た
と
い
う
。
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ

科
の
一
年
草
、
ま
た
は
多
年

科
の
一
年
草
、
ま
た
は
多
年

草
。
高
さ

草
。
高
さ
6060
㌢
か
ら
１
㍍
、

㌢
か
ら
１
㍍
、

1010
㌢
ほ
ど
の
葉
は
先
が
尖

㌢
ほ
ど
の
葉
は
先
が
尖

り
、
基
部
は
ふ
っ
く
ら
し
て

り
、
基
部
は
ふ
っ
く
ら
し
て

い
る
。
花
は
径
２
・
５
㌢
ぐ

い
る
。
花
は
径
２
・
５
㌢
ぐ

ら
い
で
、
花
弁
は
な
く
、
花

ら
い
で
、
花
弁
は
な
く
、
花

弁
に
見
え
る
の
は
が
く
で
基

弁
に
見
え
る
の
は
が
く
で
基

部
は
緑
色
で
ふ
く
ら
ん
で
い

部
は
緑
色
で
ふ
く
ら
ん
で
い

る
。
花
の
根
元
に
あ
る
緑
色

る
。
花
の
根
元
に
あ
る
緑
色

の
部
分
は
総
苞
。

の
部
分
は
総
苞
。

　

花
後
の
黒
い
種
子
に
は
粉

　

花
後
の
黒
い
種
子
に
は
粉

状
の
胚
乳
が
あ
り
、
そ
こ
か

状
の
胚
乳
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
の
名
が
つ

ら
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
の
名
が
つ

い
た
。
夕
方
開
い
て
翌
朝
は

い
た
。
夕
方
開
い
て
翌
朝
は

し
ぼ
む
の
で
、「
夕
化
粧
」の

し
ぼ
む
の
で
、「
夕
化
粧
」の

名
も
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

名
も
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は

F

フ

ォ

ー

フ

ォ

ー

our
our o

オ
ー
ク
ロ
ッ
ク

オ
ー
ク
ロ
ッ
ク

'clock
'clock

と
い
う
。

と
い
う
。

　

実
相
寺
の
本
堂
の
脇
で
ひ

　

実
相
寺
の
本
堂
の
脇
で
ひ

っ
そ
り
と
咲
い
て
い
た
。

っ
そ
り
と
咲
い
て
い
た
。

　

花
言
葉
は
「
内
気
」
。

　

花
言
葉
は
「
内
気
」
。

　

東
海
道
藤
沢
宿
や
江
の
島

　

東
海
道
藤
沢
宿
や
江
の
島

の
浮
世
絵
を
は
じ
め
と
し
た

の
浮
世
絵
を
は
じ
め
と
し
た

郷
土
資
料
の
鑑
賞
が
で
き
る

郷
土
資
料
の
鑑
賞
が
で
き
る

施
設
「
藤
澤
浮
世
絵
館
」

施
設
「
藤
澤
浮
世
絵
館
」

が
７
月

が
７
月
1616
日
、
辻
堂
駅
北

日
、
辻
堂
駅
北

口
出
口
か
ら
徒
歩
５

口
出
口
か
ら
徒
歩
５

分
の
「
コ
コ
テ
ラ
ス

分
の
「
コ
コ
テ
ラ
ス

湘
南
」
ビ
ル
７
階
に

湘
南
」
ビ
ル
７
階
に

オ
ー
プ
ン
し
＝

オ
ー
プ
ン
し
＝
写
真
写
真

上
、
開
館
２
日
間
に

、
開
館
２
日
間
に

約
１
７
０
０
人
が
訪

約
１
７
０
０
人
が
訪

れ
た
。

れ
た
。

　

藤
沢
市
が
１
９
８

　

藤
沢
市
が
１
９
８

０
年
の
市
政

０
年
の
市
政
4040
周
年
周
年

の
記
念
に
浮
世
絵
な

の
記
念
に
浮
世
絵
な

ど
の
歴
史
・
文
化
資

ど
の
歴
史
・
文
化
資

料
な
ど
の
収
集
を
は
じ
め
、

料
な
ど
の
収
集
を
は
じ
め
、

今
ま
で
に
約
１
５
０
０
点
を

今
ま
で
に
約
１
５
０
０
点
を

集
め
た
。
そ
れ
を
展
示
す
る

集
め
た
。
そ
れ
を
展
示
す
る

た
め
の
施
設
で
、
延
べ
床
面

た
め
の
施
設
で
、
延
べ
床
面

積
５
５
０
㎡
、
総
工
費
に
１

積
５
５
０
㎡
、
総
工
費
に
１

億
４
千
万
円
を
か
け
た
。

億
４
千
万
円
を
か
け
た
。

　

東
海
道
五
十
三
次
、
藤
沢

　

東
海
道
五
十
三
次
、
藤
沢

宿
、
江
の
島
、
企
画
展
示
の

宿
、
江
の
島
、
企
画
展
示
の

４
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
て

４
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
て

作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

第
Ⅰ
期
の
開
館
記
念
展
で
は

第
Ⅰ
期
の
開
館
記
念
展
で
は

歌
川
国
貞
の
「
役
者
見
立
東

歌
川
国
貞
の
「
役
者
見
立
東

海
道
五
十
三
駅
」
、
広
重
の

海
道
五
十
三
駅
」
、
広
重
の

「
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
藤

「
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
藤

沢
」
、
喜
多
川
歌
麿
「
風
流

沢
」
、
喜
多
川
歌
麿
「
風
流

四
季
の
遊　

弥
生
の
江
之
島

四
季
の
遊　

弥
生
の
江
之
島

詣
（
購
入
価
格
３
５
０
万

詣
（
購
入
価
格
３
５
０
万

円
）
」
な
ど

円
）
」
な
ど
5959
点
を
展
示
。

点
を
展
示
。

作
品
保
護
の
た
め
、
１
カ
月

作
品
保
護
の
た
め
、
１
カ
月

毎
に
展
示
替
え
さ
れ
る
。

毎
に
展
示
替
え
さ
れ
る
。

　

浮
世
絵
の
制
作
工
程
の
パ

　

浮
世
絵
の
制
作
工
程
の
パ

ネ
ル
紹
介
、
ビ
デ
オ
放
映
、

ネ
ル
紹
介
、
ビ
デ
オ
放
映
、

絵
解
き
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
設

絵
解
き
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
設

置
も
あ
る
。
「
浮
世
絵
す
り

置
も
あ
る
。
「
浮
世
絵
す
り

体
験
」
（
午
後
１
〜
５
時
）

体
験
」
（
午
後
１
〜
５
時
）

に
親
子
で
訪
れ
た
市
内
の
中

に
親
子
で
訪
れ
た
市
内
の
中

里
祥
く
ん（
７
）は
版
に
墨
を

里
祥
く
ん（
７
）は
版
に
墨
を

塗
っ
て「

塗
っ
て「
鬼お

に
お
に

鹿か

毛げ

」の
版
画
を

」の
版
画
を

摺
り
、「
楽
し
か
っ
た
」と
話

摺
り
、「
楽
し
か
っ
た
」と
話

し
て
い
た

し
て
い
た
＝
写
真
下

＝
写
真
下
。

　

午
前

　

午
前
1010
時
〜
午
後
７
時
、

時
〜
午
後
７
時
、

月
曜
休
館
。
入
館
無
料
。
問

月
曜
休
館
。
入
館
無
料
。
問

い
合
わ
せ
同
館
☎
０
４
６
６

い
合
わ
せ
同
館
☎
０
４
６
６

・
3333
・
０
１
１
１

・
０
１
１
１

　

開
発
途
上
国
と
の
公
正
な

　

開
発
途
上
国
と
の
公
正
な

取
引
を
ま
ち
ぐ
る
み
で
推
進

取
引
を
ま
ち
ぐ
る
み
で
推
進

す
る
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ

す
る
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ

ウ
ン
」
に
７
月
６
日
、
逗
子

ウ
ン
」
に
７
月
６
日
、
逗
子

市
が
関
東
で
初
め
て
認
定
さ

市
が
関
東
で
初
め
て
認
定
さ

れ
た
。
熊
本
市
、
名
古
屋
市

れ
た
。
熊
本
市
、
名
古
屋
市

に
続
き
国
内
で
３
番
目
。

に
続
き
国
内
で
３
番
目
。

　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
は
、

　

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
は
、

開
発
途
上
国
の
人
々
に
劣
悪

開
発
途
上
国
の
人
々
に
劣
悪

な
労
働
を
強
い
る
こ
と
な

な
労
働
を
強
い
る
こ
と
な

く
、
適
正
な
賃
金
で
生
産
さ

く
、
適
正
な
賃
金
で
生
産
さ

れ
た
製
品
を
買
う
こ
と
で
、

れ
た
製
品
を
買
う
こ
と
で
、

新
し
い
経
済
や
貿
易
の
仕
組

新
し
い
経
済
や
貿
易
の
仕
組

み
を
作
り
出
し
、
貧
困
問
題

み
を
作
り
出
し
、
貧
困
問
題

　

１
９
４
５
年
（
昭
和

　

１
９
４
５
年
（
昭
和

2020
）
、
太
平
洋
戦
争
の
末

）
、
太
平
洋
戦
争
の
末

期
、
と
ん
で
も
な
い
兵
器
が

期
、
と
ん
で
も
な
い
兵
器
が

完
成
し
て
い
ま
し
た
。
場
所

完
成
し
て
い
ま
し
た
。
場
所

は
茨
城
県
鹿
嶋
市
神
栖
市
に

は
茨
城
県
鹿
嶋
市
神
栖
市
に

か
つ
て
広
が
っ
て
い
た
神
の

か
つ
て
広
が
っ
て
い
た
神
の

池
基
地
で
す
。
プ
ロ
ペ
ラ
も

池
基
地
で
す
。
プ
ロ
ペ
ラ
も

車
輪
も
な
い
た
だ
敵
艦
に
突

車
輪
も
な
い
た
だ
敵
艦
に
突

撃
す
る
だ
け
の
特
攻
機
「
桜

撃
す
る
だ
け
の
特
攻
機
「
桜

花
」
が
今
基
地
か
ら
飛
び
立

花
」
が
今
基
地
か
ら
飛
び
立

ち
ま
し
た
。

ち
ま
し
た
。

　

乗
員
は
８
人
。
沖
縄
上
空

　

乗
員
は
８
人
。
沖
縄
上
空

ま
で
の

ま
で
の
9090
分
彼
ら
の
人
生
の

分
彼
ら
の
人
生
の

断
片
が
語
ら
れ
つ
つ
リ
ア
ル

断
片
が
語
ら
れ
つ
つ
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
映
画
は
絶
体
絶
命

タ
イ
ム
で
映
画
は
絶
体
絶
命

の
結
末
に
向
か
い
ま
す
が

の
結
末
に
向
か
い
ま
す
が

…
。
こ
の
春
建
長
寺
で
乗
員

…
。
こ
の
春
建
長
寺
で
乗
員

の
慰
霊
祭
が
あ
り
、
彼
ら
の

の
慰
霊
祭
が
あ
り
、
彼
ら
の

墓
と
供
養
塔
に
詣
で
ま
し

墓
と
供
養
塔
に
詣
で
ま
し

た
。
こ
の
歴
史
を
鎌
倉
市
民

た
。
こ
の
歴
史
を
鎌
倉
市
民

に
伝
え
よ
う
と
決
意
し
ま
し

に
伝
え
よ
う
と
決
意
し
ま
し

た
。
悲
惨
な
だ
け
の
映
画
で

た
。
悲
惨
な
だ
け
の
映
画
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
市

は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
市

民
、
特
に
夏
休
み
若
い
家
族

民
、
特
に
夏
休
み
若
い
家
族

で
ご
覧
頂
き
平
和
の
大
切
さ

で
ご
覧
頂
き
平
和
の
大
切
さ

を
語
り
合
っ
て
下
さ
い
。

を
語
り
合
っ
て
下
さ
い
。

８
月
８
月
1111
日
、
日
、
1111
時
・
時
・
1313
時
半
時
半

・
1616
時
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ

時
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
。
各
回
上
映
後
、
出

ン
タ
ー
。
各
回
上
映
後
、
出

演
俳
優
と
松
村
監
督
の
ト
ー

演
俳
優
と
松
村
監
督
の
ト
ー

ク
。
鎌
倉
美
術
連
盟
主
催
。

ク
。
鎌
倉
美
術
連
盟
主
催
。

前
売
千
円
。
問
い
合
わ
せ
☎

前
売
千
円
。
問
い
合
わ
せ
☎

０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
2222
・
１
７
５
９

・
１
７
５
９

の
改
善
を
め
ざ
す
国
際
的
な

の
改
善
を
め
ざ
す
国
際
的
な

運
動
。
英
国
で
２
０
０
０
年

運
動
。
英
国
で
２
０
０
０
年

に
始
ま
り
、
世
界
で
は

に
始
ま
り
、
世
界
で
は
2424
カ

国
１
８
０
０
以
上
の
自
治
体

国
１
８
０
０
以
上
の
自
治
体

が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン

が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン

に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本

に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
は
「
日
本
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

で
は
「
日
本
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
認
定

ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
認
定

を
行
う
。
同
市
で
は
５
年
前

を
行
う
。
同
市
で
は
５
年
前

か
ら
「
逗
子
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

か
ら
「
逗
子
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
タ
ウ
ン
の
会
」
（
長
坂
寿

ド
タ
ウ
ン
の
会
」
（
長
坂
寿

久
代
表
）
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

久
代
表
）
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

催
し
、
企
業
や
行
政
な
ど
へ

催
し
、
企
業
や
行
政
な
ど
へ

の
働
き
か
け
を
地
道
に
重

の
働
き
か
け
を
地
道
に
重

ね
、
今
年
４
月
「
フ
ェ
ア
ト

ね
、
今
年
４
月
「
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
タ
ウ
ン
宣
言
」
を
市

レ
ー
ド
タ
ウ
ン
宣
言
」
を
市

長
が
行
い
６
つ
目
め
の
基
準

長
が
行
い
６
つ
目
め
の
基
準

を
満
た
し
認
定
さ
れ
た
。

を
満
た
し
認
定
さ
れ
た
。

　

７
月

　

７
月
1616
日
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

日
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
製
品
を
扱
う

ド
製
品
を
扱
う
1111
団
体
が
集

団
体
が
集

ま
っ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
逗
子

ま
っ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
逗
子

文
化
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
記

文
化
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
記

念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
認
定
証
が

念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
認
定
証
が

授
与
さ
れ
た

授
与
さ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。
熊
本

。
熊
本

と
名
古
屋
か
ら
も
市
民
団
体

と
名
古
屋
か
ら
も
市
民
団
体

代
表
が
駆
け
つ
け
参
加
者
約

代
表
が
駆
け
つ
け
参
加
者
約

百
人
と
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

百
人
と
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

た
。
た
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）
　

■
日
向
建
設

日
向
建
設　
　

鎌
倉
市
大
船
１
―

　
　

鎌
倉
市
大
船
１
―
1515
―
３
―
３

　

☎

　

☎
０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
4747
・
５
４
５
４

・
５
４
５
４　

 http://www.hyuuga.co.jp
http://www.hyuuga.co.jp

　

全
国
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン

　

全
国
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン

グ
で
必
ず
上
位
に
入
る
町
鎌

グ
で
必
ず
上
位
に
入
る
町
鎌

倉
、
修
学
旅
行
や
観
光
で
来
鎌

倉
、
修
学
旅
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鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
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